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１．はじめに：大学における教育の質保証と
　  Faculty Development（FD）
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Abstract
Faculty Development (FD) is considered as necessary and important initiatives to assure the high quality of 
education in universities. The funding for the research of domestic and international FD activities is offered at 
Ritsumeikan University, to which college at the university are eligible to apply. The author visited and conducted 
interviews at the Center for International Education of Chiba University and the Integrated Education Research 
Institute Co. Ltd while utilizing this funding. In this paper, presented are results of these interviews as well as 
suggestions for improving the Community and Regional Policy Studies Major (CRPS) program at the College of 





























































きることになっている（2016 年 3 月現在）。
一方、立命館大学では学部単位の FD に関する取り組
みも行われており、その一つが、教育力強化予算（立命









内容が採択され、2016 年 2 月 16 日に株式会社統合共育
研究所を、また同年 2 月 17 日に千葉大学国際教育セン
ターを視察した。本調査では、先進事例を調査すること









政策科学 24 － 1, Oct. 2016
成を目指している。2013 年度の第一期生は 12 人で、国
籍は中国（5 名）、韓国、インドネシア、タイ、モンゴル、
パキスタン、シンガポール、日本（各 1 名）、2014 年度
の第二期生は 12 人で国籍は中国（7 名）、台湾（2 名）、
ベトナム、韓国、ウガンダ（各 1 名）、そして 2015 年度
の第三期生は 22 人で国籍は中国（11 名）、インドネシア（3
名）、タイ（3 名）、インド（2 名）、台湾、マレーシア、











2016 年 2 月 17 日に千葉大学国際教育センター（千葉
県千葉市）にて、当センターの 4 名の教員（准教授 2 名、
特任助教 2 名）に 2 時間聞き取りを実施した。国際教育






















































































3．1．2．Academic Link Center による取り組み





















































































































































































































































































千葉大学アカデミック・リンク・センター . 2016. アカデミック・
リンクとは？.
　　http://alc.chiba-u.jp/concept.html（2016 年 5 月 26 日 ア ク
セス）.
葛城浩一 . 2013. 「ユニバーサル化：学生支援活動を充実させ
よ！」. 日本私立大学協会附置私学高等教育研究所監修 . 『大
学改革を成功に導くキーワード30』. p.16-21. 学事出版. 東京. 
河合塾 . 2011. アクティブラーニングでなぜ学生が成長するの
か：経済系・工学系の全国大学調査からみえてきたこと . 
東信堂 . 東京 . p.321.
宮城　徹 . 2008. 1 年コース多文化コミュニケーション授業の再
考と新展開－環境問題を題材として－ . 東京外国語大学留
学生日本語教育センター論集 34: 155-168.




　　（2016 年 5 月 12 日アクセス）.





（2016 年 4 月 19 日アクセス）.
大野雅之 . 2013. メンターズガイド Ver.04. 統合共育研究所 . 神
奈川 . p.44.
立命館大学 . 2005. 教育力強化 . 学園通信 .
　　http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/koho/rs/kyouikuryoku/ 
050704/images/rs.pdf.（2016 年 5 月 12 日アクセス）.
立命館大学教育開発推進機構 . 2007. 機構概要 .
　　http://www.ritsumei.ac.jp/acd/ac/itl/outline/outline_
mechanism.html.（2016 年 4 月 19 日アクセス）.
立命館大学 . 2010. 立命館学園ビジョン R2020.
　　http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/so-ki/vision_r2020/
pdf/r2020-final.pdf.（2016 年 4 月 19 日アクセス）.
桜井　良・秋庭はるみ . 2015. メンタリングで研究室は活性化
するのか？：組織における人材育成と支援関係の構築を考
える . ワイルドライフフォーラム 19(2): 30-33.
桜井　良 . 2016. 多国籍の大学生に対する野生動物問題に関す
る授業の実践と効果－学生から提出されたレポートの定性
的分析より . 環境教育 62：38-51.
佐藤浩章 . 2015. 本課題研究の意義とアプローチ方法－日本に
おける FD の批判的検討を踏まえて－ . 大学教育学会課題
研究報告書（2012 ～ 2014 年度）p.1-5.
佐藤浩章 . 2016. 今、求められる「エビデンスに基づく FD」. 教
育学術新聞 平成 28 年 2 月 24 日 .
清水　亮 . 2015. FD を本当に進めるために何が今、求められて
いるのか：FD 義務化から 8 年、私と FD の昨日・今日・明日 . 
大学教育学会誌 37(2): 67-70.
渡辺三枝子・平田史昭 . 2006. メンタリング入門 . 日本経済新聞社 . 
東京 . p.195.
山田礼子 . 2012a. 学士課程教育の質保証へむけて：学生調査と
初年次教育からみえてきたもの . 東信堂 . 東京 . p.275.
山田礼子 . 2012b. 学びの質保証戦略 . 玉川大学出版部 . 東京 . 
p.179.
山本幸一 . 2016. 教育力を高める“特効薬”を探索する . 大学教
育学会第 38 回大会発表要旨収録 . p.60-61. 
安岡高志 . 2015. 立命館大学の自己点検・評価（PDCA サイクル）
が緒につくまで . 立命館高等教育研究 15: 17-26.
吉原恵子 . 2013. 「FD と SD：教育の質を上げるための教職協働」. 
日本私立大学協会附置私学高等教育研究所監修 . 『大学改
革を成功に導くキーワード 30』. p.139-145. 学事出版 . 東京 . 
p.195.
－ 68 －
政策科学 24 － 1, Oct. 2016
